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か
つ
て
は
一
宮
市
内
の
木
曽
川
に
は
、
河
田
・
大
野
・

わ
た
り
・
北
方
・
宝
江
・
里
小
牧
・
玉
ノ
井
・
奥
町
・

起
・
駒
塚
・
加
賀
野
井
・
西
中
野
の
十
二
の
渡
船
が
あ

り
ま
し
た
。
橋
が
開
通
す
る
と
、
西
中
野
以
外
の
渡
船

は
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
西
中
野
の
渡
船
は
、
通

称
「
中
野
の
渡
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
正
式
に
は
愛

知
県
営
西
中
野
渡
船
場
と
い
い
ま
す
。
今
年
、
五
月
二

十
四
日
に
新
濃
尾
大
橋
が
開
通
す
る
こ
と
で
、
中
野
の

渡
し
も
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
運
航

は
二
〇
二
六
年
三
月
ま
で
の
予
定
）
。
詳
し
い
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
野
の
渡
し
に
は
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）の
木
曽
川
の

大
洪
水
に
よ
り
、
尾
張
国
中
島
郡
中
野
村
を
木
曽
川
が

貫
い
た
た
め
、
中
野
村
が
二
つ
に
分
か
れ
、
対
岸
は
向

中
野
・
渡
中
野
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
中
島
郡
に
は
同
名

の
村
が
あ
る
た
め
、
西
中
野
村
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

渡
船
は
中
野
村
が
分
断
さ
れ
た
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
江
戸
時
代
後

期
、
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）の
村
絵
図
（
図
）
に
は
、

「
木
曽
川
渡
船
　
壱
ヶ
所
　
但
自
分
渡
　
同
川
巾
　
四

百
廿
間
（
約
七
六
四
ｍ
）」、
「
古
境
　
多
良
海
道
　
巾

九
尺
（
約
三
ｍ
）」
と
あ
り
、
木
曽
川
に
は
渡
船
の
絵

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
多
良
は
、
養
老
山
地
を
越
え
た

現
在
の
岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
に
あ
り
ま
す
。
多
良

の
領
主
は
交
代
寄
合
（
大
名
に
準
じ
る
家
格
）
の
高
木

家
で
、
江
戸
へ
の
参
勤
交
代
で
多
良
街
道
（
東
は
市
川

房
枝
記
念
広
場
で
美
濃
路
に
接
続
）
を
通
行
し
、
そ
の

一
部
で
あ
っ
た
「
中
野
の
渡
し
」
を
利
用
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、『
尾
張
名
所
図
会
』
に
は
美
濃
の
八
神
や

駒
塚
等
へ
向
か
う
際
に
利
用
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
通
勤
・
行
商
・
帰
省
・
買
物
な
ど
の
生

活
手
段
の
ほ
か
、
お
ち
ょ
ぼ
さ
ん
（
千
代
保
稲
荷
神
社
）

へ
の
参
詣
、
時
に
は
刑
事
や
花
嫁
も
乗
船
し
ま
し
た
。
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▲図　中島郡中野庄中野村絵図面（部分）（愛知県図書館蔵）
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「
中
野
の
渡
し
」
の
利
用
目
的
と
現
在

江
戸
時
代
か
ら
続
く
渡
船
「
中
野
の
渡
し
」

木
曽
川
最
後
と
な
っ
た
「
中
野
の
渡
し
」

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

中
野
の
渡
し

〜
木
曽
川
最
後
の
渡
し
船
〜
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（
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
　
神
田
年
浩
）

■
参
考
文
献

中
山
雅
麗
著
『
木
曽
川
の
渡
し
船
』、『
尾
西
市
史
　
村
絵
図
編
』

■
お
知
ら
せ

一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
夏
季
企
画
展
「
中
野
の
渡
し
」

二
〇
二
五
年
七
月
十
九
日
〜
八
月
三
十
一
日

休
館
日
…
月
曜
日
（
七
月
二
十
一
日
・
八
月
十
一
日
は
開
館
）、

　
　
　
　
七
月
二
十
二
日
、
八
月
十
二
日

ダ
ム
や
堰
が
な
く
舟
運
が
盛
ん
な
頃
は
、
筏
流
し
・

帆
掛
け
船
・
ポ
ン
ポ
ン
船
・
定
期
船
（
笠
松
〜
起
〜

桑
名
）、
伊
勢
神
宮
ご
神
木
の
川
流
し
な
ど
上
下
の
様
々

な
通
行
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
中
野
の
渡
し
」
が
愛
知
県
営
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）で
、
運
営
に
か
か
る
費
用

は
愛
知
県
と
岐
阜
県
で
折
半
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）に
上
流
に
濃
尾
大
橋

が
、
昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）に
下
流
に
馬
飼
大

橋
が
開
通
し
て
、
利
用
客
が
減
少
し
、
現
在
は
観
光

目
的
で
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
定
期
運
航
は
残

り
わ
ず
か
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
伊
吹
山
か

ら
養
老
山
脈
の
景
色
や
木
曽
川
の
渡
り
鳥
な
ど
の
自

然
に
接
す
る
贅
沢
な
時
間
を
楽
し
め
ま
す
。

　
船
頭
さ
ん
は
、
一
宮
市
側
の
船
頭
小
屋
で
待
機
し

て
い
る
の
で
、
声
を
か
け
て
乗
船
し
ま
す
。
羽
島
市

側
か
ら
は
、
旗
を
掲
げ
て
迎
え
を
待
ち
ま
す
。
乗
船

は
無
料
で
す
。
行
き
方
は
、
一
宮
市
側
は
名
鉄
一
宮

駅
か
ら
西
中
野
行
（
終
点
下
車
）
の
名
鉄
バ
ス
が
あ

り
、
自
家
用
車
は
堤
防
上
の
船
頭
小
屋
周
辺
に
駐
車

で
き
ま
す
。
羽
島
市
側
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
石
田

停
留
所
か
ら
徒
歩
十
五
分
、
ま
た
川
側
の
堤
防
道
路

下
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
月
曜
日
と
木
曜
日
が
運

休
で
、
ほ
か
に
も
不
定
期
で
運
休
が
あ
り
、
運
航
日

で
も
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
愛
知
県
一
宮
建

設
事
務
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　昭和16年（1941）西中野渡船場

▲岐阜県側から見た新濃尾大橋と西中野渡船場
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知
県
側
の
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中
野
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場

ë
岐
阜
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新濃尾大橋 西中野渡船場 船頭小屋

中
野
の
渡
し
の
乗
船
方
法


